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公民館主催事業にご参加下さい  TEL.0858-28-2155 

2019 

行事予定 11 

給食サービス2班9:00

～ 

社句会14:00～ 

社公民館は、社会教育施設ですので、飲酒・喫煙は禁止となっています。皆様のご協力とご理解よろしくお願いします。 

 
おしらせ 

＊青字 主催事業 

給食サービス1班9:00

～ 

オープン卓球9:30～ 

オープン卓球9:30～ 

老人クラブ9:30～ 

                

住民スポーツの日 

  (バドミントン) 

    20:00～ 

老人クラブ9:00～ 

館長会 19:00～ 

町探検10:00～          

   

社文化祭  

9:00～15:00           

主催事業  

選句会9:30～ 

民児協19:00～ 

老人クラブ9:00～ 

赤ちゃんふれあいの会

9:00～   

社文化祭 準備 

           

オープン卓球9:30～ 

倉吉市健康診断 7:00

～13:00 

男の料理教室   

10:00～ 

鳥取県肢体不自由児

者父母の会 

9:00:～ 

シンセオケ9:00～ 

鳥取シンセオーケストラ

＆リトルピアニス コン

サート14:00～ 

町内学習会反省会

19:00～ 

四王寺支部10:00～ 

社地区教育を考える会

19:30～ 

健幸教室 けん玉

10:00～ 

労働衛生協会 終日 公民館研究指定事業
10:00～          

倉吉市公民館研究指定事業 

 

  社の文化と歴史を 

       つなげていこう！ 
 

  国庁裏神社を学ぶ！ 

         (伯耆国の総社) 

   

  ☆期 日 11月29日(金） 
  ☆時 間 10時～    

  ☆場 所 社公民館 

  ☆講 師 小谷隆一氏（国府） 

主催事業  

倉吉の山を歩いてみませんか？ 

           （高城山） 
 ☆期 日  11月13日（水） 

 ☆時 間  9時30分～ 

 ☆集合場所 社公民館 

 ☆持ち物  タオル・飲み物 

         登山用ストック 

社町探検!!(ｳｫｰｷﾝｸﾞ) 
地区外編  

第5弾  主催事業  

健幸づくり教室 

今年も「笑いヨガ」をします。笑いが
健康によいことは、勿論、皆で笑い
ましょう！ 

            

 ☆期 日  12月４日（水） 
 ☆時 間  10時00分～ 

 ☆場 所  社公民館 

 ☆講 師  飯田先生 

   （北栄ディサービスセンターあずま園） 

 ☆共 催  うつぶき地域包括 

             支援センター 

 

 コールやしろと社小学校との交流 
                                  

 

 

コ
ー
ル
や
し
ろ
は
、
総
勢
21
名
で
、
河
本
真

優
美
先
生
、
ピ
ア
ノ
の
森
田
真
美
先
生
指
導
の

下
、
毎
週
金
曜
日
午
前
中
、
公
民
館
で
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

練
習
の
成
果
と
し
て
は
、
全
日
本
お
母
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
鳥
取
県
大
会
に
参
加
し
た
り
、
社
小

学
校
の
子
ど
も
達
と
交
流
し
合
同
合
唱
を
し
た

り
、
施
設
に
訪
問
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
と
一
諸

に
歌
っ
た
り
し
て
、
緊
張
の
中
に
も
充
実
感
を

味
わ
い
な
が
ら
、
皆
が
力
を
合
わ
せ
楽
し
く

レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

今
年
は
、
十
月
一
日(

火)

社
小
学
校
の
子
ど

も
達
の
前
で
歌
っ
た
あ
と
に
、
合
同
合
唱
を
し

ま
し
た
。
終
え
て
み
れ
ば
適
度
な
緊
張
感
と
ス

ト
レ
ス
解
消
と
な
り
健
康
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
様
に
思
い
ま
す 

 

そ
し
て
何
よ
り
も
童
話
，
唱
歌
の
歌
詞
を
思
い

浮
か
べ
噛
み
し
め
な
が
ら
、
い
つ
に
な
っ
て
も
歌

え
る
と
い
う
事
は
改
め
て
感
動
で
す
。 

 

仲
間
が
沢
山
と
い
う
事
は
大
き
な
力
に
な
り

力
強
い
歌
声
に
繋
が
る
と
思
う
と
楽
し
み
で
す
。

皆
様
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。
一
同
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表 

渡
辺
喜
代
美 

健幸教室 
  けん玉は、脳の活性化になります。皆でけん玉を楽しみましょう！ 

   ☆期 日 11月27日（水）  ☆時 間 10：00 ～ 11：30 

   ☆場 所 社公民館       ☆講 師 井手添 収氏 

   

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  
 
<

金
一
封>

 

田
中 

和
人
様(

国
府)

 

 
 
 
 
(

故)
 

母 

壽
惠
子
さ
ん 

八
十
九
歳 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て 

父母の会 13:00～ 

 

シンセオケ9:00～ 

ぺっ やしろ20:00～ 

ぺっ やしろ9:00～ 

12月1日(日) ペットボトルツ

リー点灯式 17：00～ 

歩こう会 8:30～ 



☆
次
回
、
社
句
会
は
、
十
一
月
十
八
日(

月) 

 
 

 
 

午
後
二
時
よ
り
社
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。 

   

400 

260 

「
耳
」  

「
む
か
む
か
」 

☆ 

今
回
、
四
０
０
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

昭
和
六
十
一
年
七
月
に
誕
生
し
て
、
柳
人
の
努

力
と
地
区
の
方
々
の
ご
支
援
で
の
三
十
三
年
で
す
。 

 

「
受
け
継
い
だ
４
０
０
回
の
通
過
点 

雄
」
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

次
回
の
課
題
は
「
め
き
め
き
」
で
す
。
十
一
月
十

五
日
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

 
   

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

｢

社
地
区
で
の
活
動
を
通
し
て｣

 

ペンリレー 

No.341 

 

 

山
下 

芳
美 

(

西
福
守
町)

 

 
 

 

 

☆
期 

日 

十
二
月
九
日(

月)
 

☆
時 

間 

九
時
三
十
分
～
十
二
時 

☆
場 

所 

社
公
民
館 

☆
献 

立 

鮭
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き 

 
 
 
 
 

レ
ン
ジ
で
作
る
温
野
菜
の 

 
 
 
 
 

ト
ー
フ
添
え
他 

☆
募
集
人
数 

 

十
人 

☆
申
込
締
切 

 
 

 
 
 

十
一
月
二
十
日(

水)
 
 
 

 
 
 
 
 
 

社
公
民
館
ま
で 

 

 
 
 

☎ 

二
八
ー
二
一
五
五 

☆
主
催 

 
 

 
 

社
食
生
活
改
善
推
進
委
員 

 

私
が
、
こ
の
社
地
区
の
住
民
と
な
っ

て
、
は
や
二
十
年
近
く
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
当
初
は
知
人
も
少
な
く
、
地

区
の
行
事
に
参
加
す
る
事
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
子
ど
も
が
小
学
生
に
な
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
受
け
た
事
が
き
っ
か

け
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
多
く
の

知
人
、
友
人
が
出
来
ま
し
た
。 

 

現
在
は
「
ぺ
っ
」
の
運
営
委
員
の
仲

間
に
入
れ
て
頂
き
、
文
化
祭
の
出
店
や
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
製
作
な
ど
地

域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
、
幅
広
い
年

齢
の
方
々
と
一
緒
に
楽
し
く
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
年
は
、
二
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
親

子
ス
キ
ー
教
室
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ー
を
や
り
た
い
方
数

名
で
「
社
ス
キ
ー
倶
楽
部
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
中
に
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。
一
緒
に
ス
キ
ー
、
ス
ノ

ボ
ー
を
や
り
ま
せ
ん
か
。
部
員
募
集
中

で
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
や
っ

て
下
さ
い
。 

 

今
後
も
行
事
等
で
、
関
わ
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

  

次
回
は
岩
本
恵
子
さ
ん(

西
福
守
町)

で
す
。 

公
民
館
主
事
の 

 
 

 

交
代
に
つ
い
て 

四
０
０
回
記
念 

 
 

公
民
館
主
催
事
業
よ
り  

日
傘
づ
く
り
開
催 

 

九
月
二
十
六
日(

木)

講
師
に

ク
ラ
フ
ト
ハ
ー
ト
ト
ー
カ
ー
イ

倉
吉
さ
ん
を
迎
え
て
、
日
傘
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。 

 

あ
ら
か
じ
め
、
店
に
行
き
各

自
で
布
を
選
び
、
当
日
は
午
前

十
時
か
ら
、
午
後
三
時
ま
で
、 

 

布
の
裁
断
か
ら
始
ま
り
、
ミ 

 

シ
ン
を
か
け
て
、
仕
上
げ
ま 

 

し
た
。
時
間
が
か
か
り
ま
し 

 
 

た
が
、
お
気
に
入
り
の
日 

 
 
 

傘
が
で
き
、
皆
で
褒
め 

 
 
 

合
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

憶
良
歌
碑
鳴
き
包
む
か
に
昼
の
虫 

 
 

 
 

や
わ
ら
か
き
光
と
な
り
て
秋
深
む 

 
 

 
 

秋
風
に
さ
そ
は
れ
も
し
て
庭
に
立
つ 

 
   

間
引
菜
や
水
に
漲
る
根
の
ち
か
ら 

 
 

  

月
の
出
を
夜
風
に
立
ち
て
待
つ
媼 

 
 

 
 

秋
の
日
は
忽
ち
暮
れ
て
畑
が
消
え 

 
  

 

よ
き
庭
も
荒
れ
た
る
庭
も
石
蕗
の
花 

 
 

 
 

 

一
枚
の
時
雨
に
濡
れ
て
来
た
葉
書 

 
 

 
 吉

田
や
す
子 

村
本
普
喜
子 

伊
藤
一
七
子 

永
見 

松
明 

西
尾 

良
子 

早
田 

圭
吾 

  

上
崎 

暮
湖 

 
 

瀬
川 

春
暁 

  

ま
び
き
な 

み
な
ぎ
る 

お
う
な 

た
ち
ま
ち 

(

十
一
月
の
歳
時
記
よ
り
・
・
・
・
早
田 

圭
吾
選
） 

「
耳
を
貸
せ
」
た
い
て
い
他
人
の
悪
口
だ 

 
 

 

む
か
む
か
の
短
気
は
親
も
そ
う
だ
っ
た 

 
 

 
 

自
己
主
張
大
き
く
揺
れ
る
イ
ヤ
リ
ン
グ 

 
 

 
 

 

弾
ん
で
る
孫
が
選
ん
だ
耳
飾
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

塀
越
し
に
空
き
缶
捨
て
る
悪
い
奴 

 
 

 
 

 
 

湯
に
浸
か
り
外
の
虫
の
音
耳
な
ご
む 

 
 

 
 

 

ム
カ
つ
い
て
も
に
っ
こ
り
笑
う
妻
の
技 

 
 

 
 

 
 

 
 

聞
く
耳
を
持
た
ぬ
は
ず
だ
が
知
っ
て
い
る 

 
 

 

天
災
に
む
か
つ
く
心
寄
せ
る
水 

 
 

 
 

 
 

 

む
か
む
か
に
清
涼
剤
を
差
し
上
げ
る 

 
 

 
 

 

ミ
サ
イ
ル
で
む
か
む
か
さ
せ
る
北
の
国 

 
 

 
 

む
か
む
か
に
む
ら
む
ら
血
圧
に
悪
い 

 
 

 
 

 

耳
寄
り
の
話
老
い
て
か
遠
く
な
り 

 
 

 
 

 
 

  

 

正 
す
み
れ 

か
ず
え 

 

 

緑 

け
い
こ 

佳
代
子 

義
ち
ゃ
ん 

 
 

 
 

吹 

苑 

み
え
こ 

理 

子 

哲 

夫 

雄 

大 

シ
ゲ
ヨ 

  

鳥取シンセオーケストラ＆ 

 リトルピアニスト 

       コンサート 
  指揮 山本 徹 

☆ 期 日 11月17日（日） 

☆ 時 間 開場 14：00/ 開演 14：30 

☆ 場 所 社公民館 

 

☆ 主 催 鳥取シンセオーケストラ 

      連絡先 0858-28-6878 (足立) 

 

今回は、社地区や社近辺の子ども達とシ

ンセオーケストラの協演です。そして誰で

も楽しめるお話と音楽「14匹のおつきみ」

を初演します。どうぞお気軽にお越しくだ

さい。 

 

育
休
が
終
了
し
、
綾
女
由

貴
主
事
が
十
月
二
十
九
日
よ

り
復
帰
し
ま
し
た
。 

 

綾
女
主
事
の
代
理
と
し
て

一
年
と
一
ケ
月
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
新
し
い
こ
と
を
知

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

社
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

筏
津 

充
代 

入場無料 

野
菜
料
理
も
あ
と
一
皿 

 

～
う
す
味
で 

 
 

 
 

素
材
の
味
を 

 
 

 
 

 
 

楽
し
も
う
～ 

  

 

こ
の
ほ
ど
「
い
き
い
き

茨
城
ゆ
め
国
体
」
の
公
開

競
技
で
行
わ
れ
た
国
民
体

育
大
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
競
技
会
（
神
栖
市
神

栖
中
央
公
園
）
に
鳥
取
県

代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出

場
し
た
西
村
則
子
さ
ん

（
秋
喜
西
町
）
は
団
体
の

部
で
見
事
八
位
に
入
賞
し

た
。 

 

西
村
さ
ん
は
過
去
一
年

間
、
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
主
要
四
大
会
の
成
績
で

上
位
十
二
人
の
枠
に
入
り
、

初
の
県
代
表
入
り
を
果
た

し
て
い
た
。 

 

団
体
戦
は
都
道
府
県
毎

に
男
女
各
六
人
の
計
十
二

人
で
チ
ー
ム
を
編
成
。
三

ラ
ウ
ン
ド
を
回
り
上
位
十

人
の
合
計
打
数
で
競
っ
た
。

西
村
さ
ん
は
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
難

し
く
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

一
つ
し
か
無
か
っ
た
が
、

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
入
賞

を
果
た
せ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。 

西
村
則
子
さ
ん
が 

 
国
体
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
会 

        
団
体
戦
で
見
事
入
賞 

 

 
 

野
菜
を
つ
か
っ
た
、
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

https://2.bp.blogspot.com/-e4zADrbyRG4/VGLMTbg-_kI/AAAAAAAAo-s/Gd3JraiSn7k/s800/food_chanchanyaki.png

